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作成日：2025 年 10 月 1 日 

 

SON×芸術花火 ～地域の人と交流しながら花火をみよう！～ 

-東北未来芸術花火 2025-   

 
 

■ 日 時 ：2025 年 9 月 27 日（土） 

■ 場 所 ：鳥の海公園（宮城県亘理町荒浜築港通り 9-2） 

■実施内容：1.開始式 

－企画の趣旨、目的の説明 

－自己紹介 

－小塚崇彦様、トヨタ自動車社員様との交流 

         2.SO の PR ステージ 

3.花火観賞 

4.ボランティア活動（会場片付け、清掃等） 

■参加者数：合計 18 名 

      【参加者】SON・宮城 アスリート・ファミリー：10 名／SON・宮城 スタッフ 2 名／ 

トヨタ自動車東日本 社員様：5 名／小塚崇彦様  

■ サ イ ト ： https://www.tohokumirai.geijutsuhanabi.com/#:~:text=%E6%9D%B1%E5%8C%97%E6%9C%AA%E6%9D%A5%E8%8A%B8%E8%A1%93%E8%8A%B1%E7%81%AB20 

 
 

https://www.tohokumirai.geijutsuhanabi.com/#:~:text=%E6%9D%B1%E5%8C%97%E6%9C%AA%E6%9D%A5%E8%8A%B8%E8%A1%93%E8%8A%B1%E7%81%AB20
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イベント内容 
『開始式（自己紹介やトヨタ社員様・小塚様との交流）』 

花火前の天候が最高のコンディションの中、本部テント前にて 16 時 45 分より交流会の開始式が行われました。 
小塚崇彦さんの挨拶に始まり、SON 宮城後藤理事長、続いて参加者全員の自己紹介が行われました。 
トヨタ自動車東日本株式会社 ハンドボール部の皆様からのご挨拶もあり、今後も引き続き連携して活動したいとのお
話をいただきました。また、歓談中に芸術花火実行委員長からもご挨拶いただき、移動の時間まで楽しく交流を行いま
した。 

 

 

『SO の PR ステージ』 
17 時 50 分過ぎに SO の紹介タイムが始まり、小塚崇彦さんが登壇され、SO の紹介と PR 映像の放映が始まりました。 
その後、SON・宮城の後藤理事長とアスリート 2 名が登壇し、アスリートは小塚さんよりご質問いただき、名前と参加競技に
ついて答えておりました。また、一緒に登壇されたトヨタ自動車東日本株式会社 ハンドボール部（レガロッソ宮城）監督と選
手 4 名の方より『試合の応援よろしくお願いいたします』と挨拶が行われました。 

  

 

『花火鑑賞』 

花火開始で場内が暗くなり、最初は静かな曲で花火芸術花火が始まりました。その後、曲と共に花火が次々と打ち上
る度に場内より歓喜の声が上がり、アスリートの皆さんも凄い！と上を見上げながら拍手をして、約 45 分間の迫力のあ
る花火ショーを楽しんでおりました。 
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『ボランティア活動（会場片付け、清掃等）』 

今年は椅子席の観客の皆さんに椅子を運びながらの退場を呼び掛けていただいたため、残った席が昨年よりはるかに少
なく、片付け作業が進みました。椅子席の片付け終了後、残っていたテーブル席の椅子を片付けるため、全員で移動し
て手伝いを続け、積み込んだ椅子の収納台車を所定の位置まで運搬して作業を終了いたしました。 
片付け終了後、トヨタ自動車東日本の皆様、小塚さんや芸術花火実行委員の皆様と最後の挨拶や記念撮影を行
い、解散となりました。 

 
ファミリー・ボランティアの感想 

■イベントの感想 

・曲のリズムとそれにあわせて打ちあがる花火に一体感がありました。後半には花火の迫力が増して最高でした。会

場の椅子の片づけをお手伝いさせていただき多くのボランティアの働きは運営の大きな力になっていると感じました。 

・晴天の元、今年も本当に素晴らしい花火を鑑賞することが出来ました。また、トヨタ自動車東日本のハンドボー

ル部の皆さんにお会いし、スペシャルオリンピックスの活動について知っていただく機会を頂きました。今後も様々な

機会を捉えて連携してまいりたいと思います。 

 

■イベントに参加して ～アスリートの様子について～ 

・間近に見る花火に感激していました。ボランティア活動は、積極的に参加できました。 

・アスリートたちは、美しい花火の競演に歓声を上げて喜んでいました。会場撤収のボランティアも、自らの判断でど

んどん片付けをしていて、日頃スポーツ活動で見るアスリートとはまた違う一面を見る事が出来ました。 

 

■日常とは違う経験や交流の機会となった？ 

・普段とは違う交流の場となり参加できて良い機会となりました。 

・初めてお会いするトヨタ自動車東日本のハンドボール部の皆さんを前に少し緊張していましたが、一緒に写真を

撮るなど楽しんで参加できました。 

 

SON・宮城ご担当者の感想 
今年はご招待いただいて 4 回目となりますが、天候に一番恵まれた花火鑑賞となりました。また、花火につきましても毎

回スケールアップしていると感じております。交流会では、『花火前に会場内の芝生スペースで何かスポーツイベントをやれ

たら』とのお話も出て、今後実現した場合はもっと盛り上がるイベントになるのではと思いました。 

終了後の片付けにも一工夫いただき、SON・宮城一同昨年より楽に片付けのお手伝いができたと思っております。 

多くの関係者の皆様に感謝申し上げます。 ありがとうございました。 

以上 


